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業 績 集

学会・研究会

■第3回 日本耳鼻咽喉科免疫アレルギー感染症学会総会・学術講演会 2023年4月　和歌山

慢性副鼻腔炎における粘膜内濾胞形成とIL-4受容体発現について
金井健吾, 岡 愛子, 洲崎勲夫, 北村寛志, 小池隆史, 赤松摩紀, 岡野光博

鼻副鼻腔結核の一例
丸山祐樹, 洲崎勲夫, 徳留卓俊, 平野康次郎, 寺崎雅子, 小林一女

シンポジウム
「これからのエアロゾル吸入療法！」 COVID-19 と耳鼻咽喉科診療
木村百合香

■日本形成外科学会総会 2023年4月　長崎

当院における上顎唖全摘後の再建・非再建例の術後食機能
渡井 彩, 矢野智之, 齊藤芳郎, 江川峻哉, 勝田秀行, 嶋根俊和, 門松香一

■第25回 横浜北部地区耳鼻咽喉科研究会 2023年4月　神奈川

特別講演　鼻炎治療から始める気道炎症のシームレスケア
洲崎勲夫

■GSK Webinar in TOKYO
　～トータルコントロールを目指した喘息治療の潮流とは～ 2023年4月　web

耳鼻咽喉科医の視点から考える気道炎症制御治療の Strategy
洲崎勲夫

■慢性副鼻腔炎地域医療連携講演会 2023年4月　千葉

特別講演　病態から再考する好酸球性副鼻腔炎の持続可能な治療戦略
洲崎勲夫

■Type2治療探索セミナー 2023年4月　神奈川

好酸球性副鼻腔炎に対する Dupilumab の効果
徳留卓俊

■第20回 日耳鼻嚥下障害講習会 2023年4月　東京

「嚥下のメカニズムと病態、および診断・評価の流れ」
木村百合香

来年度はコンマの
ずれ注意
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■東京都立心身障害者保健センター・
令和5年度評価医養成のための摂食嚥下研修会 2023年4月　東京

「摂食嚥下障害に関する基礎知識」
木村百合香

頭頸部癌微小環境に対する腸内細菌代謝産物短鎖脂肪酸の免疫学的影響
村山正和, 細沼雅弘, 倉増敦朗, 小林 斉, 成川陽一郎, 三邉武彦, 嶋根俊和, 小林一女, 
木内祐二, 吉村清

ホルネル症候群発症後、早期の手術で症状が改善した交感神経鞘腫の1例
丸山祐樹, 江川峻哉, 竹内美緒, 木勢彩香, 佐々木裕奈, 北嶋達也, 櫛橋幸民, 溝上雄大, 
嶋根俊和

局所粘膜弁で再建した軟口蓋腫瘍の3症例
木勢彩香, 江川峻哉, 佐々木裕奈, 溝上雄大, 丸山祐樹, 北嶋達也, 櫛橋幸民, 嶋根俊和, 
小林一女

当センターにおける耳下腺腫瘍初回手術症例の検討
櫛橋幸民, 増渕達夫, 山内麻由, 藤井翔太, 多田雄一郎, 三浦弘規, 嶋根俊和

当科で施行した再発・転移頭頸部癌に対する免疫チェックポイント阻害薬の治療成績
江川峻哉, 榎本達仁, 木勢彩香, 佐々木裕奈, 北嶋達也, 丸山祐樹, 溝上雄大, 徳留卓俊, 
櫛橋幸民, 嶋根俊和

Ridel 甲状腺炎の1例
北嶋達也, 木勢彩香, 佐々木裕奈, 泉本 彩, 郡司寛之, 溝上雄大, 丸山祐樹, 江川峻哉, 
櫛橋幸民, 嶋根俊和

めまいを契機に診断し得たクロイツフェルト・ヤコブ病の1例
宮地理瑳, 今泉直美, 勝見真有, 三好直人, 上村佐和, 甘利泰伸, 井上由樹子, 小宅功一郎, 
志村智隆, 池谷洋一, 野垣岳稔, 小林 斉

両側顔面神経麻痺, 嗄声, 嚥下障害を呈した神経サルコイドーシス例
佐々木裕奈, 竹内美緒, 依田俊也, 平野康次郎, 浜崎泰佑, 洲崎勲夫, 﨑川彩, 丸山祐樹, 
郡司寛之, 溝上雄大, 三好直人, 木勢彩香, 小林一女

ヒノキ花粉抗原の標準化/皮膚テストによる診断法の確立
金井健吾, 岡 愛子, 神前英明, 川北憲人, 村尾拓哉, 清水猛史, 檜垣貴哉, 村井綾, 安藤瑞生, 
平野康次郎, 洲崎勲夫, 小林一女, 後藤穣, 大久保公裕, 岡野光博

当院嗅覚外来を受診した COVID-19 による嗅覚障害の検討 第2報
竹内美緒, 洲崎勲夫, 上村佐和, 佐々木裕奈, 木勢彩香, 三好直人, 郡司寛之, 溝上雄大, 
泉本 彩, 崎川慶, 丸山祐樹, 石橋淳, 平野康次郎, 小林一女

当科で経験した Arrested pneumatization of paranasal sinus の3例
郡司寛之, 平野康次郎, 丸山祐樹, 上村佐和, 洲崎勲夫, 小林一女

■第124回 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・学術講演会 2023年5月　福岡

Dupilumab 導入後に好酸球性多発血管炎性肉芽腫症の診断に至った症例
洲崎勲夫, 丸山祐樹, 北嶋達也, 竹内美緒, 浜崎泰佑, 平野康次郎, 江川峻哉, 櫛橋幸民, 
嶋根俊和, 小林一女
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スーパーコンピューター「富岳」による、咳嗽時のエアロゾル拡散とその対策に関するシミュレーション解析
平野康次郎, 木村百合香, 兵 行義, 原渕保明, 福與和正, 村上信五

耳小骨にIgG4陽性形質細胞浸潤を認めた1症例
勝見真有, 宮地理瑳, 井島貴宏, 小川誉史, 川崎正義, 工藤建人, 甘利泰伸, 日比裕之, 
宇留間周平, 上村佐和, 井上由樹子, 今泉直美, 小宅功一郎, 志村智隆, 池谷洋一, 
野垣岳稔, 小林 斉

ムンプスウイルス感染を契機に発症した小児顔面神経麻痺の1例
井島貴宏, 小宅功一郎, 甘利泰伸, 志村智隆, 徳留卓俊, 池谷洋一, 野垣岳稔, 小林 斉

左顔面圧迫感を契機に診断し得た、聴神経腫瘍の1例
手口翔太, 油井健史, 小松﨑敏光, 宮澤昌行, 永田衣利奈, 矢野真衣, 大氣采女, 岩瀬真友

鼻涙管の真菌感染を契機に発症した鼻性眼窩内合併症の1例
徳留卓俊, 中筋康太, 溝上雄大, 丸山祐樹, 小林 斉, 寺崎雅子

嗅覚認知における扁桃体活性と眼窩前頭葉抑制の相互作用の検討
﨑川 慶, 政岡ゆり, 本間元康, 上村佐和, 小林 斉, 泉﨑雅彦, 小林一女

咽頭痛を契機に発症したツツガムシ病例
田中義人, 中筋康太, 村山正和, 木島由葵, 寺﨑雅子

教育セミナー「高齢者の嚥下障害を診る」摂食嚥下障害のリハビリテーション
木村百合香

■第96回 日本産業衛生学会 2023年5月　栃木

日本人労働者における口唇閉鎖力および舌圧と日中の眠気との関連
箕浦 明, 伊原良明, 加藤宏隆, 村上幸三, 渡部良雄, 平野康次郎, 伊藤芳紀, 小風 暁

■第53回 日本職業・環境アレルギー学会総会・学術大会 2023年5月　東京

ヒノキ花粉抗原エキス標準化の試み
金井健吾, 岡 愛子, 神前英明, 川北憲人, 村尾拓哉, 清水猛史, 檜垣貴哉, 村井綾, 安藤瑞生, 
平野康次郎, 洲崎勲夫, 小林一女, 後藤穣, 大久保公裕, 岡野光博

■第31回「大田区喉頭がん検診」精度管理研究会 2023年5月　東京

「喉頭がん検診における「のみこみ」への視点」
木村百合香

■TOKYO Airway meeting 2023年5月　東京

持続可能な治療目標を見据えた好酸球性副鼻腔炎診療のcutting edge
洲崎勲夫

■デュピクセント 
鼻茸を伴う慢性副鼻腔炎 3周年記念 Web講演会　未来の共創 2023年5月　東京

Theme 2 抗体製剤登場前と登場後の治療の変化
難治化病態から考慮する慢性副鼻腔炎の治療選択
洲崎勲夫
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■第31回「大田区喉頭がん検診」精度管理研究会 2023年5月　東京

アレルギー性鼻炎の治療戦略 up to date
平野康次郎

■Sanofi Deep Dive Webinar 2023年5月　web

Dupilumab がもたらした副鼻腔炎治療のパラダイムシフト
平野康次郎

■第84回 耳鼻咽喉科臨床学会総会 2023月6月　東京

被膜間摘出術を行った大耳介神経由来の神経鞘腫例
溝上雄大, 嶋根俊和, 櫛橋幸民, 江川峻哉

星状神経ブロック後に咽頭後間隙血腫を生じた1例
丸山祐樹, 木勢彩香, 佐々木裕奈, 﨑川 彩, 溝上雄大, 北嶋達也, 江川峻哉, 竹内美緒, 
櫛橋幸民, 嶋根俊和

拍動性耳鳴を契機に診断された硬膜動静脈瘻の1例
三好直人, 浜崎泰佑, 佐々木裕奈, 木勢彩香, 大谷友里恵, 大氣采女, 竹内美緒, 小林一女, 
嶋根俊和

IgG4関連Mikulicz病とシェーグレン症候群の診断・鑑別及びIgG4関連疾患の耳科徴候
大谷友里恵, 志村智隆, 野垣岳稔, 池谷洋一, 小宅功一郎, 今泉直美, 宇留間周平, 上村佐和, 
小林 斉

シンポジウム「患者も医者もWin-Win～外来診療費向上術～」　軽症嚥下障害の外来診療
木村百合香

■第47回 日本頭頸部癌学会 2023年6月　大阪

頬筋粘膜弁により口腔および軟口蓋を再建した症例の検討
勝田秀行, 田中元博, 筑田洵一郎, 齊藤芳郎, 田下雄一, 渡井 彩, 北嶋達也, 江川峻哉, 
櫛橋幸民, 嶋根俊和

当センターおける顎下腺癌・舌下腺癌・小唾液腺癌の臨床的検討
齊藤芳郎, 櫛橋幸民, 江川峻哉, 北嶋達也, 田中元博, 勝田秀行, 嶋根俊和

口腔癌切除後の遊離皮弁再建術に対する臨床的検討
江川峻哉, 田中元博, 北嶋達也, 田下雄一, 渡井 彩, 齊藤芳郎, 櫛橋幸民, 勝田秀行, 嶋根俊和

下顎頭に転移した腎細胞癌の一例
田中元博, 江川峻哉, 筑田洵一郎, 齊藤芳郎, 北嶋達也, 櫛橋幸民, 勝田秀行, 嶋根俊和

舌喉頭全摘の検討
櫛橋幸民, 山内麻由, 伏見千宙, 増渕達夫, 多田雄一郎, 三浦弘規, 嶋根俊和

■独立行政法人国立特別教育研究所講演会 2023年6月　神奈川

耳鼻咽喉科疾患と学校教育について
寺崎雅子
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■第3回 領域を超えたアレルギー疾患へのアプローチ 2023年6月　東京

上気道炎症性疾患におけるtype2炎症マネジメントの重要性
洲崎勲夫

■One air way, One disease ー治療と連携を考えるー 2023年6月　東京

上気道の視点で考える気道炎症性疾患へのアプローチ
洲崎勲夫

■AIR WAY Conference 2023年6月　web

～地域連携パスを踏まえた Patient treatment ～
上気道治療が下気道に与える影響 Impact of upper airway treatment on the lower airway
平野康次郎

■Sanofi Deep Dive Webinar 2023年6月　web

Dupilumab がもたらした副鼻腔炎治療のパラダイムシフト
平野康次郎

■第38回 日本環境感染学会 2023年7月　神奈川

「エアロゾル発生手技と感染対策」耳鼻咽喉科診療における対応
～COVID-19 の経験から～
木村百合香

■第393回 昭和大学学士会例会 2023年7月　東京

教育講演　耳下腺内顔面神経鞘腫手術　－リスク因子と神経脱落症状の回避を目指して―
嶋根俊和

■第203回 日耳鼻神奈川県地方部会 2023年7月　神奈川

当科で経験した結核性中耳炎の一例
方波見里奈, 上村佐和, 今泉直美, 小宅功一郎, 徳留卓俊, 池谷洋一, 野垣岳稔, 小林 斉

■第4回 日本喘息学会総会学術大会 2023年7月　東京

副鼻腔炎が喘息に与える影響
平野康次郎

■第55回 愛宕ENT研究会 2023年7月　東京

特別講演　頸部神経鞘腫手術　―手術法の普及と新たな考え方―
嶋根俊和
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■One Airway Disease 研究会 2023年7年　東京

Dupilumab がもたらした副鼻腔炎治療の進化と深化
平野康次郎

■第46回 日本神経科学大会 2023年8月　宮城

新生ラット摘出脳幹-脊髄標本の呼吸性活動に対するアコニチンの影響
依田俊也, 鬼丸 洋, 泉崎雅彦

■日本口腔インプラント学会 関東・甲信越支部
第13回学術シンポジウム 2023年8月　東京

耳鼻咽喉科医から見たインプラントトラブルの実際とその対処法
平野康次郎

■第62回 日本鼻科学会総会 2023年9月　三重

Dupilumab は慢性副鼻腔炎の粘液過分泌病態を改善する
洲崎勲夫, 井島貴宏, 木勢彩香, 三好直人, 関野恵里子, 丸山祐樹, 平野康次郎, 嶋根俊和

内視鏡下副鼻腔手術施行した歯性副鼻腔炎86例の検討
平野康次郎, 洲崎勲夫, 井島貴宏, 三好直人, 関野恵里子, 嶋根俊和

鼻涙管oncocytomaの1例
三好直人, 洲崎勲夫, 丸山祐樹, 平野康次郎, 嶋根俊和

好酸球性鼻副鼻腔炎として加療中に好酸球性多発血管炎性肉芽腫症の診断に至った症例の検討
井島貴宏, 洲崎勲夫, 木勢彩香, 三好直人, 関野恵里子, 丸山祐樹, 平野康次郎, 嶋根俊和

急性副鼻腔炎に起因する小児眼窩蜂窩織炎例
関野恵里子, 洲崎勲夫, 平野康次郎, 嶋根俊和, 杉尾雄一郎

鼻茸を伴う慢性鼻副鼻腔炎に対する Dupilumab の薬物治療満足度調査
岡野光博, 西嶋亜未, 松根彰志, 細矢 慶, 小町太郎, 村上亮介, 大久保公裕, 平野康次郎, 
洲崎勲夫, 志村智隆, 小松埼敏光, 神崎 晶, 若林健一郎, 小澤宏之, 岡本康秀, 近藤健二, 
西嶌大宣, 金井健吾, 岡 愛子

市中感染型MRSAによる鼻中隔膿瘍の一例
鍋山 新

炎症性腸疾患に合併した無菌性鼻中隔膿瘍例
田中義人, 丸山祐樹, 鍋山 新, 村山正和, 中筋康太, 寺崎雅子

新世紀の慢性副鼻腔炎治療（ECRS中心）副鼻腔炎治療における抗体療法の実際
平野康次郎

■第204回 神奈川県地方部会耳鼻咽喉科・頭頸部外科 学術講演会 2023年9月　横浜

舌癌と鑑別を要した口腔梅毒の1例
勝見真有, 徳留卓俊, 上村佐和, 小宅功一郎, 今泉直美, 池谷洋一, 野垣岳稔, 小林 斉
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■第29回 日本摂食嚥下リハビリテーション学会 2023年9月　神奈川

シンポジウム「摂食機能療法・摂食嚥下支援加算の運用の実際と今後の課題」
地域中核病院での運用
木村百合香

鼻中隔膿瘍の1例
鍋山 新, 油井健史, 小倉千佳, 宮澤昌行, 小松﨑敏光, 手口翔太, 永田衣利奈, 田中義人

診断に苦慮した鼻中隔膿瘍の一例
村山正和, 田中義人, 中筋康太, 寺﨑雅子

■69th Annual Meeting of the ARS 2023年9月　Nashville

New techniques of reducing intraoperative bleeding in endoscopic sinus surgery 
for eosinophilic chronic rhinosinusitis cases with asthma
Narikawa Y, Kobayashi S, Tokudome T, Shoji N, Hinohira Y

■127th AAO-HNSF Annual Meeting & OTO Experience 2023年9月　Nashville

Inosine shows antitumor effects in head and neck cancer
Narikawa Y, Kuramasu A, Kobayashi S, Shimane T, Kobayashi H, Kiuchi Y, Yoshimura K

Effect of short-chain fatty acids on head and neck cancer
Murayama M, Kobayashi S, Shimane T, Kobayashi H

■第34回目黒区耳鼻咽喉科合同医会 2023年9月　東京

アレルギー性鼻炎の治療戦略
平野康次郎

■第21回 こどもENTミーティンング 2023年9月　東京

鼻炎治療から始める気道炎症性疾患マネジメント
洲崎勲夫

■第13回 SHAREconference 2023年9月　東京

臨床経験を踏まえたアレルギー性鼻炎に対する舌下免疫療法
丸山祐樹

■第33回 神奈川嚥下研究会・第8回 神奈川嚥下機能評価セミナー 2023年9月　神奈川

「嚥下のメカニズムと病態、および診断・評価の流れ」
木村百合香
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■小田原市福祉健康部障害支援課講演会 2023年9月　神奈川

要約筆記者のための聴覚障害者の基礎知識
寺﨑雅子

■第17回 日本禁煙学会学術総会 2023年10月　横浜

当科における耳下腺ワルチン腫瘍の手術件数の傾向と喫煙率
油井健史, 鍋山 新, 手口翔太, 矢野真衣, 永田衣利奈, 宮澤昌行, 小倉千佳, 小松﨑敏光, 
加濃正人

■第71回 日本アレルギー学会学術大会 2023年10月　東京

Phase 3 MERIT study： 
Mepolizumab in chronic rhinosinusitis with nasal polyps/
eosinophilic chronic rhinosinusitis
Fujieda S, Wang C, Yoshikawa M, Asako M, Suzaki I, Chan R, Sousa A, Fuller A, 
Steven G Smith, Sasaki E, Zhang L

■第149回 日本薬理学会 関東部会 2023年10月　東京

抗ヒスタミン薬は免疫チェックポイント阻害薬の抗腫瘍効果を増強する
丸山祐樹, 倉増敦朗, 佐々木彩, 細沼雅弘, 船山英治, 田島康平, 鶴井敏光, 豊田仁志, 
甘利泰伸, 志田みどり, 馬場勇太, 辻まゆみ, 木内祐二, 吉村 清

■第68回 日本聴覚医学会総会・学術講演会 2023年10月　千葉

2022年度耳の日相談会の結果報告
中筋康太, 寺崎雅子, 佐野 肇, 杉尾雄一郎, 大氣誠道, 小勝敏幸, 米本友明

■第16回 日本嚥下医学会嚥下機能評価研修会 2023年10月　東京

「嚥下内視鏡検査の実際」
木村百合香

■市民公開講座 2023年10月　神奈川

頭頸部癌について
田中義人

軽度・中等度難聴児に必要な教育と福祉について
寺崎雅子, 田中義人, 村山正和, 中筋康太, 和田 彩, 大町千香, 吉村涼子, 秦 夢乃

■第68回 日本口腔外科学会総会 2023年11月　大阪

当センターにおける若手医師育成のための手術手技トレーニングの取り組み
齊藤芳郎, 安部勇蔵, 田中元博, 筑田洵一郎, 勝田秀行, 嶋根俊和

上顎歯肉癌の臨床的検討
安部勇蔵, 田中元博, 筑田洵一郎, 齊藤芳郎, 勝田秀行, 嶋根俊和
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舌喉頭全摘出術を施行した進行舌癌症例の検討
勝田秀行, 安部勇蔵, 田中元博, 筑田洵一郎, 齊藤芳郎, 田下雄一, 嶋根俊和

■第18回 日本小児耳鼻咽喉科学会総会 2023年11月　大分

ムンプスワクチン接種後に顔面神経麻痺を発症した小児の1例
三好直人, 井島貴宏, 甘利泰伸, 今泉直美, 小宅厚一郎, 小林 斉, 嶋根俊和

Horner症候群を合併した小児咽後膿瘍の1例
奥澤奈緒, 平野康次郎, 大谷友里恵, 古川 傑, 嶋根俊和

ミルクアレルギーにより喉頭浮腫をきたした1例
大谷友里恵, 平野康次郎, 奥澤奈緒, 古川 傑, 嶋根俊和

口蓋裂児に対する問診票調査による鼓膜換気チューブ留置術の時期の検討
小宅功一郎, 三好直人, 甘利泰伸, 今泉直美, 小林 斉

■第33回 日本耳科学会総会・学術講演会 2023年11月　群馬

ラムゼイハント症候群におけるVZV-IgG抗体価測定の意義
浜崎泰佑, 竹内美緒, 洲崎勲夫, 平野康次郎, 小林一女

臨床最前線パネルディスカッション「外耳炎の治療から耳・鼓室・術前術後処置まで」～
耳垢・外耳道炎
木村百合香

■第74回 日本気管食道科学会総会ならびに学術講演会 2023年11月　福岡

喉頭狭窄を呈する新型コロナウイルス感染症の病診連携システム構築
木村百合香, 水吉朋美, 平林瑛子, 川崎正義

喉頭の炎症所見により入院加療を要した COVID-19 症例の検討
水吉朋美, 川崎正義, 平林瑛子, 木村百合香

内視鏡下に切除した新生児喉頭蓋嚢胞例
佐々木裕奈, 竹内美緒, 北嶋達也, 木勢彩香, 洲崎勲夫, 古川 傑, 嶋根俊和

パネルディスカッション　気管食道領域のアレルギー診療の最前線
難治性上気道炎症性疾患に対する生物学的製剤治療 -最適で安全な使用を目指して-
洲崎勲夫

■全国学校保健学校医大会 2023年11月　兵庫

軽度中等度難聴児に必要な周辺機器
寺崎雅子, 田中義人, 倉山正和, 中筋康太, 和田 彩, 大町千香, 吉村涼子, 秦 夢乃

■第42回 城南耳鼻咽喉科臨床懇話会 2023年11月　東京

特別講演　機能温存を目指した頸部神経鞘腫手術
―耳下腺内顔面神経鞘腫の取り扱いを含めて―
嶋根俊和
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■第214回 お茶の水耳鼻咽喉・頭頸科治療研究会 2023年11月　東京

特別講演　頸部神経鞘腫の取り扱い　－手術法と新たな取り組み－
嶋根俊和

■One airway one disease Seminar in 南加賀 2023年11月　石川

好酸球性鼻副鼻腔炎に対する上下気道包括的治療
平野康次郎

■第42回 城南耳鼻咽喉科臨床懇話会 2023年11月　東京

一般講演：アレルギー性鼻炎の最近の話題と治療戦略
洲崎勲夫

■GSK Asthma web seminar Tokyo
 「トータルコントロールを目指した喘息治療の潮流とは」 2023年11月　東京

上気道炎症性病態を踏まえた喘息マネジメント
洲崎勲夫

■第205回 神奈川県地方部会耳鼻咽喉科・頭頸部外科 学術講演会 2023年12月　神奈川

鼻中隔腫瘍の検討
勝見真有, 方波見里奈, 三好直人, 﨑川 慶, 上村佐和, 宇留間周平, 小宅功一郎, 徳留卓俊, 
池谷洋一, 野垣岳稔, 小林 斉

歯科と合同手術を行った歯性上顎洞炎症例の検討
小川誉史, 方波見里奈, 勝見真有, 三好直人, 甘利泰伸, 宇留間周平, 上村佐和, 﨑川 慶, 
井上由樹子, 今泉直美, 小宅功一郎, 徳留卓俊, 池谷洋一, 野垣岳稔, 小林 斉

2022年度耳の日相談会結果の検討
中筋康太, 寺崎雅子, 田中義人, 村山正和, 佐野 肇, 杉尾雄一郎, 大氣誠道, 小勝敏幸, 
米本友明

特別講演　頸部神経鞘腫の取り扱い
嶋根俊和

■The 29th World Allergy Congress 2023 2023年12月　Thai, Bangkok

Successful treatment of omalizumab on uncontrollable nasal mucosal contact 
point headache caused by cedar pollinosis
Miyoshi N, Suzaki I, Hirano K, Shimane T

Dupilumab in refractory eosinophilic chronic rhinosinusitis： 
an observational study on clinical outcome and type 2 inflammatory biomarkers.  
Suzaki I, Miyoshi N, Hirano K, Shimane T

The effect of omalizumab on cedar pollinosis： measured by nasal lavage
Hirano K, Suzaki I, Miyoshi N, Shimane T
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■第36回 日本バイオセラピィ学会学術集会総会 2023年12月　東京

抗ヒスタミン薬と免疫チェックポイント阻害の併用による抗腫瘍効果の増強
丸山祐樹, 倉増敦朗, 佐々木彩, 細沼雅弘, 船山英治, 田島康平, 鶴井敏光, 豊田仁志, 
甘利泰伸, 志田みどり, 馬場勇太, 平澤優弥, 石黒智之, 下川雅弘 , 有泉裕嗣, 堀池 篤, 
木内祐二, 角田卓也, 吉村 清

■アレルギー診療の新展開 ～Dupilumab で切り拓く近未来～ 2023年12月　東京

慢性鼻副鼻腔炎の難治化因子としてのtype2炎症とその制御
洲崎勲夫

■横浜・川崎地区 CRS Forum 2023年12月　神奈川

慢性鼻副鼻腔炎治療におけるtype2炎症制御の重要性とその実践
洲崎勲夫

■CRSwNP患者さんにおけるQOLを考える会 2023年12月

慢性鼻副鼻腔炎における上下気道包括的治療の重要性
平野康次郎

■第70回 昭和大学学士会総会 2023年12月　東京

新生ラット摘出脳幹-脊髄標本の呼吸性活動に対するアコニチンの影響
依田俊也, 鬼丸 洋, 泉崎雅彦

■鼻アレルギーフォーラム2024 2024年1月

アレルギー性鼻炎の治療戦略 ～他のアレルギー疾患に与える影響～
平野康次郎

■東京都保健医療局主催 アレルギー疾患医療連携研修 2024年1月　東京

耳鼻科：難治性アレルギー性鼻炎・副鼻腔炎
平野康次郎

■福岡鼻科若手勉強会 2024年1月　福岡

ESS合併症への対応の本音と建て前 ～臨床研究とデュピクセントと内頸動脈損傷～
平野康次郎

■Web市民公開講座 「専門医から学ぶ 花粉症治療について」 
主催：久光製薬株式会社, 後援：日本アレルギー協会 2024年1月　東京

花粉症は早めの対策を
洲崎勲夫
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■北区医師会耳鼻咽喉科医会 2024年1月　東京

鼻炎マネジメントから考える気道炎症疾患診療
洲崎勲夫

■第33回 頭頸部外科学会総会 2024年2月　愛媛

頸部膿瘍を繰り返した第1鰓裂由来の側頸瘻の一例
竹内美緒, 佐々木裕奈, 木勢彩香, 井島貴宏, 大谷友里恵, 大氣采女, 奥澤奈緒, 嶋根俊和

巨大顎下腺腫瘍の一例
吉邨麻南美, 田中義人, 中筋康太, 村山正和, 寺﨑雅子

輪状軟骨後部壊死に対して瘢痕除去およびEjnell法で良好な経過を得た一例
村山正和, 中筋康太 , 田中義人, 寺﨑雅子

緊急気管切開術の検討
中筋康太, 田中義人, 村山正和, 寺﨑雅子

■第24回 日本ヒスタミン学会 2024年2月　徳島

ヒスタミンH1受容体拮抗薬と免疫チェックポイント阻害の併用による抗腫瘍効果増強作用
丸山祐樹, 佐々木彩, 細沼雅弘, 船山英治, 田島康平, 鶴井敏光, 豊田仁志, 甘利泰伸, 
志田みどり, 馬場勇太, 吉村 清, 倉増敦朗

抗IgE抗体の実臨床での効果とバイオマーカーの変動
平野康次郎

■2024 AAAAI Annual Meeting 2024年2月　Washington. DC, U.S.A.

Mepolizumab Improves Symptoms and Quality of Life in Chronic Rhinosinusitis 
With Nasal Polyps/Eosinophilic Chronic Rhinosinusitis： Phase III Randomized 
MERIT Trial
Joseph K Han, Shigeharu Fujieda S, Wang C, Yoshikawa M, Asako M, Suzaki I, 
Bachert C, Fuller A, Baylis L, Su L, Sasaki E, Ana R Sousa, Chan R, Zhang L

■第36回日本老年麻酔学会スイーツセミナー 2024年2月　佐賀

スイーツセミナー「加齢と嚥下機能障害　周術期管理の観点から」
木村百合香

■第47回日本嚥下医学会総会・学術集会 2024年2月　新潟

教育講演「嚥下障害診療における感染対策～COVID-19パンデミックの経験を活かす」
木村百合香

■Kyorin 感染症Web Seminar 2024年2月　東京

講演Ⅱ 耳鼻咽喉科領域の感染症と抗菌薬治療
洲崎勲夫
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■Deep Dive Webinar 2024年2月　web

好酸球性鼻副鼻腔炎の治療アルゴリズムを再考する
平野康次郎

■令和5年度日本歯科医師会主催嚥下機能評価講習会 2024年2月　東京

「嚥下機能および嚥下障害に関わる総論」
木村百合香

■第36回 日本喉頭科学会総会・学術講演会 2024年3月　京都

教育セミナー「COVID-19パンデミックを振り返る」　人工呼吸管理後の喉頭
木村百合香

■映像表現・芸術科学フォーラム2024 2024年3月　東京

鼻腔内疾患診断支援システムの開発
鵜飼夏帆, 張 英夏, 向井信彦, 平野康次郎, 村上幸三

■第206回 日神奈川県地方部会耳鼻咽喉科・頭頸部外科 学術講演会 2024年3月　神奈川

当院で経験した披裂軟骨脱臼の一例
手口翔太, 宮沢昌行, 鍋山 新, 永田衣利奈, 小松崎敏光, 野垣岳稔, 油井健史

内視鏡下に摘出した鼻涙管オンコサイトーマ例
三好直人, 小林 斉, 池谷洋一, 徳留卓俊, 小宅功一郎, 井上由樹子, 今泉直美, 上村佐和, 
甘利泰伸, 宇留間周平, 﨑川 慶, 小川誉史, 勝見真有, 方波見里奈

長期経過の後摘出へと至った巨大顎下腺筋上皮癌例
田中義人, 中筋康太, 村山正和, 寺﨑雅子

■19th Korea-Japan Joint Meeting of Otorhinolaryngology
 ‒ Head and Neck Surgery （KJJM 2024）  2024年3月　Seoul, Korea

Rhino-Symposium 2
Optimizing treatment outcomes in CRSwNP： Real-world strategies
Impact of comprehensive anti-inflammatory treatment for upper and lower airway on CRS management
Suzaki I

Satellite Symposium 1
Advancing treatment： Dupixent in Upper Airway Care
Type 2 Endotype in CRSwNP： Exploring Insights and Latest Understanding of Dupilumab
Suzaki I

■第10回総合アレルギー講習会 2024年3月　神奈川

アレルギー疾患ガイドライン　アレルギー性鼻炎（ベーシック）
平野康次郎
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■横浜口腔インプラント研究会 2024年3月　神奈川

耳鼻咽喉科からみた口腔インプラント治療と歯根端切除術
平野康次郎

■CRSwNP多様な治療選択肢を考える 2024年3月

鼻副鼻腔炎の薬物療法 up date
平野康次郎

■CRSwNP Speakers Meeting in JAPAN 2024年3月　東京

実臨床における喘息を合併したCRSwNP症例への治療戦略
洲崎勲夫

■第14回 SHARE conference 2024年3月　東京

教育講演　花粉症に対する薬物療法のキホン
洲崎勲夫




